
第６８回南大阪駅伝競走大会実施要項 
 

１．趣   旨   本大会は、広く（６市２町１村）住民の間にスポーツを振興して、その普及発展

とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、あわせて青少年の健全な育成に寄与す

るものである。 
 

２．主   催   南河内地区（５市２町１村）各教育委員会・松原市 

南河内地区社会教育振興協議会 

 

３．後   援   読売新聞社 

 

４．協   力   パーフェクト リバティー教団（ＰＬ）・南河内地区中学校体育連盟 

          南河内地区市町村スポーツ推進委員連絡会 

 

５．期     日   令和７年２月１６日（日） 午前８時４５分開会式 

（積雪等による走路確保困難な場合は中止） 

 

６．場   所   パーフェクト リバティー教団（ＰＬ）本庁内コース［富田林市］ 

 

７．受 付 等   受  付 ［時間］ 午前８時００分～８時３０分 

                           ［場所］ 大会本部 

※遅刻の場合棄権とみなします。 

開 会 式  午前  ８時４５分 

スタート  午前 ９時３０分（予定）（４区間制） 

午前 ９時３２分（予定）（６区間制） 

閉 会 式  午前１１時３０分（予定） 

          ※大会会場へは、午前７時３０分以降に入場してください。 

 

８．区 間 距 離   ・【６区間】    計１８．８ｋｍ（コース・レイアウト参照） 

           第１区      ４，３００ｍ 

           第２区～第６区  ２，９００ｍ 

          ・【４区間】    計１３ｋｍ（コース・レイアウト参照） 

           第１区      ４，３００ｍ 

           第２区～第４区  ２，９００ｍ 

 

９．参 加 資 格   選手の半数以上が南河内地区内に在住･在勤及び在学する者（中学生以上）で構

成されたチーム 

 

10．部   門   【６区間】 １）一般男子の部  年齢を問わない男子で構成されたチーム 

２）一般女子の部  年齢を問わない女子で構成されたチーム 

３）中学男子の部  中学生男子で構成されたチーム 

４）中学女子の部  中学生女子で構成されたチーム 

５）混成の部    年齢･性別を問わない者で構成されたチーム 

【４区間】 １）混成の部    年齢･性別を問わない者で構成されたチーム 

※各部門とも監督１名・選手６～９名（４区間は監督１名・選手４～７名）と 

する｡ただし、選手は２重登録できない｡ 

（監督が走者として参加する場合は、選手登録もすること｡） 

※走者の決定はオーダー用紙提出時とし､参加申込者以外の選手は認めない。 

 

11．参加申込み   １）参加費 【６区間】１チーム８，０００円 

※ただし選手が中学生のみで構成されているチームは、５，０００円とす

る。 

                【４区間】１チーム５，０００円 

※大会が中止になった場合を除き、申し込み後の返金はできない。 

 

 



 

 

 

２）申し込み期間 

令和６年１０月１日（火）午前９時から１１月８日（金）午後５時までに 

各市町村社会体育主管課（係）へ参加費を添えて申し込むこと。 

                  ３）問い合わせは、各市町村社会体育主管課（係）へ 

12．表   彰     １）６区間の部総合優勝チームには読売新聞社杯（持ち回り）ならびに賞状を贈る。 

                  ２）６区間の各部門、４区間とも１位～３位チームを表彰する。 

                  ３）６区間の各部門、４区間とも区間第１位には区間賞を贈る。 

（ただし後日送付） 

 

13．競技規程    １）主催者側が明らかに出場選手の健康状態がおもわしくないと判断したとき、 

登録内の選手と交替させることができる。 

                  ２）事故が生じた場合は審判長、監察員または最寄りの審判員に連絡すること。 

                  ３）競技者が途中で競技を続行することができない状態になったとき、または、

競技を中止させられた場合は、当該チームのその区間の競技を無効とする。

ただし、そのチームは、審判長の指示に従い次区間走者から再び競技続行す

ることができる。この場合、そのチームの記録・成績は認められないが、各

区間の記録は認められる。 

          ４）体調不良等により参加選手数が区間数に満たない場合、審判長の指示に従

い、１区から順に参加選手数の区間まで競技に参加することができる。この

場合、そのチームの記録・成績は認められないが、各区間の記録は認められ

る。 

                  ５）中継点の受け渡し区域は、中継線を通り過ぎ前方２０ｍとする。 

                  ６）区間をまちがった場合は、その走者の区間、チーム全体の記録、成績を無効 

とする。ただし、他の選手の記録・成績は有効とする。 

                  ７）選手の配置は各チームにおいて責任をもって行うこと。 

                  ８）伴走が必要な場合は主催者に承認を得ること。（詳細は受付時に） 

                  ９）第１走者はスタート１０分前までにスタート位置につくこと。 

                  10）大会運営上、繰り上げスタートもありうる。 

                  11）その他競技中は係員の指示に従うこと。 

 

14．そ の 他     １）選手は事前に医師の診断を受けること。 

                  ２）大会中の事故については、応急処置及び主催者が加入する傷害保険の範囲 

            での補償の他、責任を負わない。 

                  ３）トランシーバーの使用は、禁止する。 

                  ４）タスキ・ゼッケンは主催者で用意しタスキは大会終了後速やかに回収する。 

                  ５）当日会場へは、午前７時３０分以降に入場すること。 

                  ６）ゴミはチームで責任をもって処分すること。 

                  ７）選手の荷物は各チームにおいて管理すること。 

                  ８）スタート位置は主催者で決定する。 

９）記録の速報は行わない。 

10）開催日程についてはＰＬ本庁側と協議の上、決定している。 

11）大会で撮影した写真等の肖像権は、すべて主催者に帰属し、記録等も含めて

テレビ・新聞・雑誌・インターネット等へ掲載する場合がある。 

12）記入のあった個人情報に関しては厳重に保管を行うが、主催者が行う大会の

プログラム等（インターネット含む）に使用する場合がある。 

13）ペットをつれての入場は固く禁ずる。 

14）大会に関係のない場所への立入りを禁ずる。 

15）申込チーム数が少ない等により、収支の採算が取れない場合、大会は不成立

とし中止する。なお、大会を中止した場合は参加費を返金する。 


